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〜〜  

歯歯
神神
社社
例例
祭祭
のの
ごご
案案
内内  

〜〜  

来
月
、
六
月
四
日
は
当
神
社
の
飛
地
（
と
び
ち
）

末
社
で
あ
る
歯
神
社
の
例
祭
日
で
す
。
こ
の
歯
神
社

は
小
さ
な
祠(

ほ
こ
ら)

の
お
社
で
、
繁
華
街
の
中
心
、

角
田
町
に
お
い
て
唯
一
戦
前
か
ら
残
る
建
物
と
し
て
、

梅
田
の
地
に
今
も
御
鎮
座
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。 

御
由
緒
は
江
戸
時
代
に
、
淀
川
の
氾
濫
が
あ
っ
た

時
に
遡
り
、
こ
の
歯
神
社
の
御
神
体
で
あ
る
巨
石
が

そ
の
洪
水
の
流
れ
を
歯
止
め
し
、
水
没
か
ら
梅
田
の

街
を
守
っ
た
事
か
ら
歯
止
め
の
神
様
と
し
て
慕
わ
れ

た
事
に
由
来
し
ま
す
。
後
世
、
音
韻
が
通
じ
る
の
を

以
っ
て
「
歯
痛
止
め
の
神
様
」
と
も
慕
わ
れ
、
更
に

時
代
が
下
が
る
に
つ
れ
、
歯
の
ご
利
益
あ
ら
た
か
な

る
を
遠
近
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
歯
の
神
様 

「
歯
神
社
」
と
し
て
、
全
国
の
歯
に
関
わ
る
方
々
か

ら
崇
敬
さ
れ
る
お
社
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

当
日
は
午
前
十
一
時
よ
り
歯
神
社
前
に
て
神
事
が

あ
り
、
氏
子
崇
敬
者
を
は
じ
め
参
列
者
皆
様
の
歯
の

健
康
と
、
歯
ブ
ラ
シ
へ
の
感
謝
の
心
を
御
祈
願
い
た

し
ま
す
。
終
了
後
（
十
一
時
十
五
分
頃
）
に
歯
ブ
ラ

シ
の
授
与
が
ご
ざ
い
ま
す
。
尚
、
歯
ブ
ラ
シ
の
授
与

数
は
先
着
百
名
さ
ま
迄
と
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。 

皆
様
の
お
参
り
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 

名
称 

歯
神
社
例
祭
（
通
称 

歯
ブ
ラ
シ
感
謝
祭
） 

日
時 

平
成
二
十
年
六
月
四
日 

午
前
十
一
時 

場
所 

大
阪
市
北
区
角
田
町
二
番
八
号 

歯
神
社 

 
 

 
 

 
 

 

（
ユ
ニ
ク
ロ
梅
田
店 

入
口
横
） 

備
考 

歯
ブ
ラ
シ
授
与
は
先
着
百
名
迄
。 

お
問
い
合
わ
せ 

綱
敷
天
神
社 

御
旅
所
ま
で 

  

〜〜  

かか
しし
わわ
餅餅  

〜〜  

か
し
わ
餅
は
端
午
の
節
句
の
お
供
え
物
の
お
菓
子

の
一
つ
で
、
柏
の
葉
は
新
芽
が
出
る
ま
で
は
前
年
の

葉
は
落
ち
な
い
事
か
ら
、
家
系
が
絶
え
な
い
と
し
て

特
に
武
家
の
間
で
縁
起
物
の
樹
木
と
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
柏
の
葉
は
大
き
く
、
古
代
に
お
い
て
は
器

の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
た
事
も
あ
り
、
特
に
こ
の
季

節
の
青
々
し
い
も
の
は
青
柏
と
し
て
喜
ば
れ
ま
し
た
。

餅
を
柏
で
包
む
の
は
そ
の
名
残
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

親
か
ら
子
へ
と
受
け
継
ぐ
思
い
を
込
め
て
、
か
し
わ

餅
を
食
べ
れ
ば
ま
た
違
っ
た
情
緒
が
あ
り
そ
う
で
す
。 

 

〜〜  

五五
月月
のの
旬旬  

〜〜  

神
事
の
際
な
ど
に
神
さ
ま
に
お
供
え
す
る
食
べ
物

等
の
事
を
神
饌(

し
ん
せ
ん)

と
い
い
、
米
・
酒
・
塩
・

水
な
ど
の
お
供
え
物
が
基
本
の
神
饌
と
な
り
ま
す
。 

本
来
、
順
番
や
置
き
方
な
ど
色
々
作
法
が
あ
り
ま
す

が
、
古
来
よ
り
日
々
の
感
謝
を
込
め
て
「
旬
の
も
の
」

を
お
供
え
す
る
素
直
な
心
根
こ
そ
が
、
神
さ
ま
が
一

番
お
喜
び
に
な
ら
れ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
五
月
に
旬
を
迎
え
る
も
の
と
し
て
、 

【
野
菜
】 

 

ア
ス
ラ
パ
ラ
ガ
ス
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
春
キ
ャ
ベ
ツ
、 

 
 

 

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
、
ミ
ツ
バ
、
フ
キ
、
ゴ
ボ
ウ
な
ど
。 

【
果
物
】 

 

イ
チ
ジ
ク
、
枇
杷
、
夏
み
か
ん
、
メ
ロ
ン
、
露
地 

 

 

物
の
イ
チ
ゴ
、
下
旬
で
は
梅
酒
用
の
青
梅
な
ど
。 

【
魚
介
類
】 

 

タ
コ(

真
蛸)

、
カ
ツ
オ(

初
鰹)

、
鯵
、
ヤ
マ
メ
、 

 

イ
サ
キ
、
サ
ザ
エ
、
春
牡
蠣
な
ど
。 

【
そ
の
他
】 

 

新
茶
や
薔
薇
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
季
節
の
花
が
見
頃
。 

初
夏
の
日
差
し
の
中
で
、
す
く
す
く
と
伸
び
る
生
命

力
に
感
謝
し
、
天
地
の
恵
み
を
頂
き
ま
し
ょ
う
。 

 

神神
社社
携携
帯帯
ササ
イイ
トト
のの
ＱＱ
ＲＲ
ココ
ーー
ドド  

←←  

 

ド
コ
モ
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
、 

ａ
ｕ
、
モ
バ
イ
ル
Ｐ
Ｃ 

対
応 

 

編
著 

綱
敷
天
神
社 

禰ね

宜ぎ

（
神
主
） 

 
 

 
 

 

白 
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秀 
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